
集落元気づくりのための寄合いの様子

 

 
 
 
 
 
 
 
                                                      
 

 

 

 

 

 
集落元気づくりのための寄合いは、国土交通省九州地方整備局が「自立し

た元気な九州圏土づくり」を目指し、小規模・高齢化集落の活力維持と向上

に向けた取り組みとして、鹿児島県大島郡瀬戸内町阿多地集落で２回開催し

ていきます。 

この寄合いは集落の人々のくらし・生活をいかに維持していくかに焦点を

当てながら、元気を呼び戻すために、集落の人たちの力で、一緒に考え、話し合いながら「集落元気づくりの取

り組み」を見いだしていくことを目的とします。 

10月１７日（土）の第１回の寄合いには、住民7名、他出者2名が参加し、「現状の問題を見てみよう」をテ

ーマに、世帯毎の家族構成・後継者（他出された方を含む）や集落の課題・資源を皆さんで確認し、集落の現状

を共有しました。 

今後、1２月中旬に「集落の将来について考えてみよう」をテーマとする第２回目の開催を予定しています。 

 

※他出者：出身地（集落）外に世帯を持つ者。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（１）アンケートの配布・回収について 

・ 居住者アンケートは直接聞き取りにより、配布数
10、回収数 5、回収率 50.％です。 

・ 他出者アンケートは郵送により、配布数 7 に対し、
回収数 5、回収率 43％です。 

 

（２）後継者の状況 （図１） 
・ 「後継者との同居」は 1 世帯、「町外に別居」が３世

帯です。 
・ 後継者の帰省状況は、「盆・正月」が 3 世帯です。 
・ 後継者の連絡頻度は、「月 1 回程度」が２世帯、「週

1 回程度」が１世帯です。 

 

（３）他出者の家業手伝い状況・帰郷意欲について 
・ 後継者の家業の手伝いの状況は、３世帯とも「手伝い

無し」です。 
・ 居住者が把握している後継者の定年後の集落に戻る

予定は「わからない」（３世帯） も多くなっていま
す。 

 

（４）集落への居住について 
・ 今後の集落への居住継続意向は、「今後とも住み続け

たい」（３名）が も多くなっています。 
 

（５）他出者の帰郷意向について 
・ 他出者の帰郷意向は、他出者自身は「出来れば帰郷

する」（2 名）が も多くなっています。 
・ 他出者の配偶者は、「出来れば帰郷する」、「わからな

い」が各 1 名です。 

・ 他出者の子ども世代は、「わからない」（3 名）が

も多くなっています。 

 

（６）居住を継続する上での不安 (表１) 
・ 住民の不安上位項目は、「医療施設が遠い」（3 名）、

「集落の孤立」（3 名）です。 
・ 他出者の不安は、「医療・福祉・教育施設が遠い」、

「近くの働く場の減少」、「災害時の不安」、「通信施
設が無い」、「公共施設が無い」です 

 

（７）今後居住を継続する上で必要なもの(図２) 

・ 住民は「集落内の相互扶助」、「他出者の協力」（2 名）
が も多くなっています。 

・ 住民の も重要な項目は、「集落内の相互扶助」（2
名）、「他出者の協力」（2 名）、が も多くなってい
ます。 

 

（８）集落元気づくりへの取組意向について（図３） 

・ 住民の取組意向は、「集落内で話し合いをしたい」、
「周辺集落と協力して取り組みたい」（各 2 名）が

も多くなっています。 
・ 他出者の取組意向は、「他出者と協力して取り組みた

い」（3 名）となっています。 

 

（９）親睦会について（図４） 

・ 出身集落や近隣集落の出身者で構成される親睦会
は、「条件次第で参加したい」（2 名）が も多くな
っています。 
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瀬戸内町阿多地集落 
集落元気づくりだより 

集落元気づくりのための寄合いが開催される！ 

平成 21 年 11 月 17 日 

第 1 号 

平成 21 年 10 月 1７日（土）に阿多地林業研修集会施設

で、第１回集落元気づくりのための寄合いを開催しました。 

 

世帯アンケートから見た阿多地集落の現状 

表１ 居住を継続する上での不安 

図１ 後継者の状況 

図 2 今後居住を継続する上で必要なもの 

図 3 集落元気づくりへの取組意向について 

図 4 親睦会について 
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人たちに自分たちの暮らしを

体験させたい 

珍しいもの(祭り生物、

名水、遺跡)を活用して

都市住民と交流したい 

昔やっていた祭り・芸能

を出て行った人たちも呼

んで残していきたい 

農地や山林の荒廃を食い止めたい

【集落元気づくりの取り組みイメージ】 
○元気⇒集落に居住する人々が地域にある資源を活かして、地域外の人々と交流するなど、集落が元気に

なるための取組 

○安心⇒地域外との連携や支援も受けつつ、住み続けていく上での不安を解消するための取組 
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鹿児島大学 山田先生の講評！ 

集落現況マップ（不安と資源）からみた阿多地集落の現状
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集落の人口構成、集落外に住まわれている集落

血縁者（他出者）の状況を把握するために、アン

ケートにより人口と世帯数を調査し、その結果判

明した内容を整理しました。 

 

次回開催のご案内 

日時（予定）： 平成21年12月13日（日）午前10時00分～午後12時00分 

場所    ： 阿多地林業研修集会施設で開催予定 

「テーマ：第2回集落の将来について考えてみよう」 
～今後の集落の姿を考え、集落の問題・課題の抽出と今後の取組についての話し合い～ 

寄合いに参加された皆さんの感想と、今後集落元気

づくりとして取り組んでみたいことを紹介いたしま

す。 

代表的な感想 

・ 当集落がこれからどう進んでいくのか、何を守っ

ていけば良いのか、ある程度見えてきたように思

います。（50 代男性） 

・ 普段聞けなかった集落の人の意見や、自分の知ら

ない昔の出来事が確認され、集落の人の気持ちが

良く見えた気がします。（50 代男性） 

・ 集落づくりのためには、こういった会が多く開か

れ、色々な話し合いが出来れば良いと思います。

（80 代男性） 

・ 空き家の情報、耕作放棄地の情報の収集をしてほ

しい。それを利用するための手立てをどうしたら

よいか考えていきたいと思う。（30 代男性） 

・ 今迄気がつかない事を気付き、寄合いに参加して

良かったです。（80 代女性） 

今後集落元気づくりとして取り組んでみたいこと

・ Ｉターンによる集落活性化 

…空き家を利用したＩターン者を受け入れ

て、集落を活性化する。 

・ 集落づくりの会  

…人との交流を盛んにするためにこのよう

な話し合いをもっと多く開催する。 

…みんなと会う日を多くしたい。 

・ 三月三日（浜下り）祭、万吉丸 100 年祭 

…出身者の顔を見て、顔を合わせて、心か

ら幸せになれるように、郷友会、出身者と

の交流のための祭を開催したい。 

阿多地集落の人口・世帯数 
～後継者世代が他出、80 歳代居住者が最も多い～ 

寄合い終了後に講評される山田先生 

寄合いを通じて新たな阿多地集落の魅力を発見 

寄合いでの熱心な討議 

予備調査よる阿多地集落の現状 
集落の位置：奄美諸島にある鹿児島県大島郡瀬戸内町の加計呂麻島

の南西部の外海に位置する集落。フェリー乗船場であ

る瀬相から車で概ね30分の距離にある。 

集落の特徴：江戸時代の嘉永・安政時代頃に農耕地の開拓で開かれ

たと伝えられる集落。伝統的な生業は半農半漁であり、

かつては鰹漁とサトウキビ中心の農業が盛んであっ

た。現在、多くの世帯は年金受給が中心の暮らしとな

っているが、Ｉターンが2世帯居住している。 

集落の中心

に伝統的な

四阿「あしゃ

げ」があり、

集落の祭事

に利用され

ている。 

集落の中心

と古仁屋へ

のフェリー

が出航する

瀬相を結ぶ

路線バスが1

日４本運行

されている。

皆さんが多く感じた阿多地集落の不安 

・ 緊急時の電気が心配（倒木で電線が切断） 
・ ラジオが入らず、TV は共同アンテナ 
・ 土砂崩れが 70 年前に起き、複数箇所道が寸断 
・ 体調が悪くなった時、一人暮らしは不安 
皆さんが誇る阿多地集落の資源 

・ 阿多地の海は魚貝類が豊富な一級地 

・ 集落の中心にある 2 本で 1 本のディゴの大樹 

・ 親戚を呼んでの豊年祭、ノロ神様を祀る祭事 

皆さんの阿多地集落の思い出 

・ キビナゴの地引網漁（昭和 35 年までやっていた）

・ 結い（サトウキビ・サツマイモ・萱の葺き替え）

・ 旧暦 3 月 31 日大干潮での集落全員参加の潮干狩

集落現況マップ 

（赤：不安、青：資源、橙：思い出） 

阿多地集落の人口構成 

人口アンケートからみた阿多地集落 

・ 昭和30年には世帯数34世帯、人口

144人であったが、昭和50年には世帯

数12世帯、人口30人となり、現在は世

帯数5世帯、人口10人、他出者を含め

ると55人となっています。 

・ 集落居住者は、８０歳代の方が一番多く

なっています。 

阿多地集落の人口・世帯数

 

外洋に面した美しい海 
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阿多地集落 

山田誠先生は鹿児島大学で、先進諸国の経済政策および地

方財政の実証分析を研究され、近年は地域振興策やＮＧＯ活

動についても業績を積まれており、農山漁村コミュニティに

おいても多くの研究実績をお持ちです。今回の寄合いにも企

画段階から実施まで参加していただきました。 

寄合い終了後、山田先生より次のような講評をいただきま

した。 

「一昨年に来島した時に比べ、家が手入れされていたり新

築されていたりして、集落に活気が出てきたのではないかと

いう印象を受けました。 

今年から始まった川の草払いの後のバーベキューで、子供

からお年寄りまで楽しく過ごされたようなので、今後もその

ような機会が増えれば良いのにと強く感じました。 

お年寄りが増えても楽しく生活していくためには、他出者

や近隣集落の人と一緒に盛り上がる集まりが大事なので、こ

こで始まったバーベキューのような新たな取り組みを他の

集落へも知らせていけたら良いなと思います。」 

万吉丸の石碑 

明治44年9月9日に遭難した集落

住民のための石碑。 

今年は遭難事故から100年目に

あたる年。  


